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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】カートリッジから薬物を分配するための注射器
アセンブリを提供する。
【解決手段】上記アセンブリは、バレル３２と、カート
リッジ容器５０とを含み、バレルは、中空の内部３６と
、中空の内部内に延在する開放の近位端部と、近位端部
の反対側の閉じた遠位端部と、薬物を被検体の組織へ送
出するための送出針との流体連結のために適合されてい
る出口４２とを有し、カートリッジ容器は、バレルの中
空の内部内に滑動可能に受け取り可能であり、カートリ
ッジ容器は、カートリッジＣを受け取るよう大きさおよ
び形状を有する内部スペース５４と、内部スペース内に
受け取られているカートリッジのダイアフラムＤに小穴
を空けるために、カートリッジ容器の内部スペース内に
延在するアクセス針５８と、容器内に受け取られている
カートリッジのピストンを係合するために、カートリッ
ジ容器の内部スペース内に移動可能であるプランジャー
ロッド８０とを含む。
【選択図】図１ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
本願明細書に記載された発明。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願への相互参照）
　本発明は、２０１１年４月５日に出願した米国特許出願６１／４７１，９０３に対する
優先権を主張する。上記出願が、全体として参照することによって本明細書において援用
される。
【背景技術】
【０００２】
　(背景)
　本発明は、概して、事前に充填されたカートリッジから液体薬物を注射するためのデバ
イスに関し、より具体的には、局所麻酔薬を注射するための使い捨て、処分可能な注射器
アセンブリに関する。
【０００３】
　多くの歯科手順は、患者の口のエリアの感覚をなくさせるように麻酔薬を使用し、患者
が感じ得る痛みおよび不快を減少させる。従来、再使用可能なブリーチローディングの、
金属のカートリッジタイプの注射器アセンブリが、麻酔薬を注射するために使用される。
歯科用注射器アセンブリは、注射器、カートリッジ、および針を含む。注射器は、クロム
をめっきした黄銅およびステンレススチールから作られ得、針アダプター、注射器バレル
、プランジャーロッド、指の握把、および親指のリングを含み得る。典型的には、注射器
は、毎回使用の前に滅菌されなければならない。
【０００４】
　概して、カートリッジまたはカープルは、他の成分の中に局所麻酔薬を保持するバイア
ルである。カートリッジは、ガラス円柱、ピストン、およびアルミバンドによって位置に
保持されるゴムダイアフラムを含み得る。通常には、カートリッジが、注射器内にロード
される前に、アルコールを用いて拭かれる。
【０００５】
　歯科用注射器の針は、局所麻酔薬が歯科用カートリッジから、針先端部の周囲の組織内
に移動することを可能にする。針は、事前に滅菌され得、または使い捨てであり得る。針
は、プラスチックによって囲まれた一枚の金属チュービング、または注射器の針アダプタ
ーに取り付けられた金属針のハブからなり得る。
【０００６】
　歯科用注射器の組立は、しばしば、そのコンテナーから滅菌された注射器を取り外し、
完全に収縮された注射器のプランジャーロッドを用いてアルコールで拭かれたカートリッ
ジを注射器内に置くことを要求する。カートリッジの遠位端部上のゴムダイアフラムが、
先に注射器内に挿入され、そしてプランジャーロッドは、カートリッジの近位端部におい
て位置決めされたピストンを係合する。注射器は、カートリッジに小穴をあけるためのア
クセス針を含む。プランジャーロッドが前進するとき、麻酔薬は、針アセンブリに向かっ
てカートリッジの外に押し出される。針および保護キャップを含む針アセンブリが、注射
器に固定され得る。保護キャップが、針から取り外され、そして注射器が、使用の準備が
できている。
【０００７】
　組み立てられた歯科用注射器が使用された後に、針アセンブリは、再度かぶせられ、注
射器から切断され、シャープコンテナー内に処分されなければならない。カートリッジは
、取り外され、バイオハザードバッグまたはシャープコンテナー内に処分されなければな
らない。その後、注射器が、その次の使用のために滅菌され得る。
【発明の概要】
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　（要約）
　１つの局面において、本発明は、カートリッジから薬物を分配するための注射器アセン
ブリを提供し、カートリッジは、ダイアフラムと、ダイアフラムの反対側のピストンとを
有する。アセンブリは、バレルを含み、バレルは、中空の内部と、中空の内部内に延在す
る開放の近位端部と、近位端部の反対側の閉じた遠位端部と、薬物を被検体の組織へ送出
するための送出針との流体連結のために適合されている出口とを有する。アセンブリはま
た、バレルの中空の内部内に滑動可能に受け取り可能なカートリッジ容器を含む。カート
リッジ容器は、カートリッジを受け取るよう大きさおよび形状を有する内部スペースと、
薬物にアクセスするように、内部スペース内に受け取られているカートリッジのダイアフ
ラムに小穴を空けるために、カートリッジ容器の内部スペース内に延在するアクセス針と
を含む。カートリッジ容器がバレルの中空の内部内に受け取られる場合に、アクセス針は
、バレル出口へ流体を向かわせる。カートリッジ容器はさらに、アクセス針を通してカー
トリッジ内に薬物を選択的に押し込むように、容器内に受け取られているカートリッジの
ピストンを係合するために、カートリッジ容器の内部スペース内に移動可能であるプラン
ジャーロッドを含む。
【０００９】
　本発明の他の局面は、以下の説明および請求範囲を考慮して明白になる。
【００１０】
　例えば、本発明は、以下の項目を提供する。
（項目１）
　カートリッジから薬物を分配するための注射器アセンブリであって、該カートリッジは
、ダイアフラムと、該ダイアフラムの反対側にあるピストンとを有し、該アセンブリは、
　バレルと、
　カートリッジ容器と
　を含み、
　該バレルは、中空の内部と、該中空の内部内に延在する開放の近位端部と、該近位端部
の反対側の閉じた遠位端部と、薬物を被検体の組織へ送出するための送出針との流体連結
のために適合されている出口とを有し、
　該カートリッジ容器は、該バレルの該中空の内部内に滑動可能に受け取り可能であり、
該カートリッジ容器は、
　　カートリッジを受け取るよう大きさおよび形状を有する内部スペースと、
　　該カートリッジ容器の薬物にアクセスするように、該内部スペース内に受け取られて
いるカートリッジのダイアフラムに小穴を空けるために、該カートリッジ容器の該内部ス
ペース内に延在するアクセス針であって、該カートリッジ容器がバレルの該中空の内部内
に受け取られる場合に、該アクセス針は、該バレル出口へ流体を向かわせる、アクセス針
と、
　　該アクセス針を通して該カートリッジ内に薬物を選択的に押し込むように、該容器内
に受け取られている該カートリッジのピストンを係合するために、該カートリッジ容器の
該内部スペース内に移動可能であるプランジャーロッドと
　を含む、注射器アセンブリ。
（項目２）
　上記カートリッジ容器は、上記カートリッジ容器の上記内部スペース内に上記カートリ
ッジをロードするための開口部と、該内部スペース内に該カートリッジを保持するように
、該開口部を選択的に被るためのカバーとを含む、上記項目のいずれかに記載の注射器ア
センブリ。
（項目３）
　上記カバーは、上記アクセス針を含む、上記項目のいずれかに記載の注射器アセンブリ
。
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（項目４）
　上記カートリッジ容器は、該カートリッジ容器と上記バレルとの間のインターフェース
を密閉するように該バレルを係合するためのシールをさらに含む、上記項目のいずれかに
記載の注射器アセンブリ。
（項目５）
　上記カートリッジ容器は、上記カートリッジから薬物を分配するときに、上記アセンブ
リを操作するための親指リングを含む、上記項目のいずれかに記載の注射器アセンブリ。
（項目６）
　上記プランジャーロッドは、上記カートリッジから薬物を分配するときに、上記アセン
ブリを操作するための親指リングを含み、該カートリッジが、上記カートリッジ容器の上
記内部スペース内にあるときに、上記カートリッジ容器親指リングおよび該プランジャー
ロッド親指リングが同心円状に整列されており、上記アクセス針は、該カートリッジの上
記ダイアフラム内に完全に挿入されており、該プランジャーロッドは、該カートリッジの
上記ピストンを係合している、上記項目のいずれかに記載の注射器アセンブリ。
（項目７）
　複数のリーフは、上記リング内に挿入されている親指を係合するために、上記親指リン
グ内に延在する、上記項目のいずれかに記載の注射器アセンブリ。
（項目８）
　上記カートリッジ容器の内部スペースは、複数のカートリッジを受け取るような大きさ
および形状を有し、該カートリッジ容器は、該複数のカートリッジに対応する複数のアク
セス針を有し、それにより、該アクセス針の各々が、上記カートリッジダイアフラムのう
ちの１つに小穴を空け、該カートリッジ容器は、該複数のカートリッジに対応する複数の
プランジャーロッドを有し、それにより、該プランジャーロッドの各々が、該複数のカー
トリッジの各々から、該対応するアクセス針を通して薬物を選択的に押し出すために、上
記カートリッジピストンのうちの１つを係合する、上記項目のいずれかに記載の注射器ア
センブリ。
（項目９）
　上記プランジャーロッドは、該プランジャーロッドが同時に移動するように、共通の親
指リングによって連結されている、上記項目のいずれかに記載の注射器アセンブリ。
（項目１０）
　上記バレルが分離可能であり、該バレルが、上記カートリッジおよび上記針から分離し
て捨てられることを可能にする、上記項目のいずれかに記載の注射器アセンブリ。
（項目１１）
　被験体の組織に薬物を送出するために、上記アクセス針から下流への送出針をさらに含
む、上記項目のいずれかに記載の注射器アセンブリ。
（項目１２）
　延長した位置から収縮した位置まで選択的に収縮可能である、収縮可能な針ガードをさ
らに含み、該延長した位置において、該ガードは、不注意な刺しを防止するために、上記
送出針へのアクセスを制限し、該収縮した位置において、ガードは、上記被検体の組織内
の該送出針の挿入を可能にするように、該送出針へのアクセスを可能にする、上記項目の
いずれかに記載の注射器アセンブリ。
（項目１３）
　上記針は、上記バレルに対して垂直に延在する、上記項目のいずれかに記載の注射器ア
センブリ。
（項目１４）
　上記送出針は、被検体の組織に薬物を送出するための複数の開口部を含む、上記項目の
いずれかに記載の注射器アセンブリ。
（項目１５）
　上記カートリッジ容器は、上記カートリッジから薬物を分配するときに、上記プランジ
ャーロッドを操作するために、該プランジャーロッドの近位端部上に位置決めされたエラ



(5) JP 2014-193397 A 2014.10.9

10

20

30

40

50

ストマーの本体を含む、上記項目のいずれかに記載の注射器アセンブリ。
（項目１６）
　上記バレルは、該バレルの容量拡大させるために、該バレルの周囲に環状レンズを含む
、上記項目のいずれかに記載の注射器アセンブリ。
（項目１７）
　上記カートリッジから下流へのエラストマーの流体蓄積器をさらに含み、該蓄積器は、
不変の圧力で薬物を提供するために、該蓄積器における圧力変動に従い、流体を吸収し、
解放する、上記項目のいずれかに記載の注射器アセンブリ。
（項目１８）
　上記送出針にわたって位置決めされているエラストマーのスリーブをさらに含む、上記
項目のいずれかに記載の注射器アセンブリ。
（項目１９）
　上記プランジャーロッドに取り付けられているエラストマーの発泡体ボールをさらに含
む、上記項目のいずれかに記載の注射器アセンブリ。
【００１１】
　（摘要）
　カートリッジから薬物を分配するための注射器アセンブリであって、カートリッジは、
ダイアフラムと、ダイアフラムの反対側のピストンとを有する。アセンブリは、中空の内
部と、開放の近位端部と、閉じた遠位端部と、出口とを有するバレルを含む。アセンブリ
はまた、バレルの中空の内部内に滑動可能に受け取り可能なカートリッジ容器を含む。容
器は、カートリッジを受け取るための内部スペースと、カートリッジのダイアフラムに小
穴を空けるために、内部スペース内に延在するアクセス針とを含む。アクセス針は、バレ
ル出口へ流体を向かわせる。カートリッジ容器は、アクセス針を通してカートリッジ内に
薬物を選択的に押し込むように、カートリッジのピストンを係合するために、カートリッ
ジ容器の内部スペース内に移動可能なプランジャーロッドを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１ａ】図１ａは、第１の位置に示される本発明の第１の実施形態の注射器アセンブリ
の部分断面の側面図である。
【図１ｂ】図１ｂは、第２の位置に示される図１ａの注射器アセンブリの部分断面の側面
図である。
【図１ｃ】図１ｃは、第３の位置に示される図１ａの注射器アセンブリの部分断面の側面
図である。
【図２】図２は、第２の実施形態の注射器アセンブリの部分断面の側面図である。
【図３】図３は、第３および第４の実施形態の注射器アセンブリの部分断面の側面図であ
る。
【図４ａ】図４ａは、第３および第４の実施形態のアセンブリの概略的断面図である。
【図４ｂ】図４ｂは、第３および第４の実施形態のアセンブリの概略的断面図である。
【図５】図５は、本発明の第５の実施形態の注射器アセンブリの側面図である。
【図６】図６は、本発明の第６の実施形態の注射器アセンブリの側面図である。
【図７】図７は、本発明のさまざまな代替的実施形態の側面図である。
【図８】図８は、本発明のさまざまな代替的実施形態の側面図である。
【図９】図９は、本発明のさまざまな代替的実施形態の側面図である。
【図１０】図１０は、本発明のさまざまな代替的実施形態の側面図である。
【図１１ａ】図１１ａは、本発明のさまざまな代替的実施形態の側面図である。
【図１１ｂ】図１１ｂは、本発明のさまざまな代替的実施形態の側面図である。
【図１１ｃ】図１１ｃは、本発明のさまざまな代替的実施形態の側面図である。
【図１１ｄ】図１１ｄは、本発明のさまざまな代替的実施形態の側面図である。
【図１２】図１２は、本発明のさまざまな代替的実施形態の側面図である。
【図１３】図１３は、本発明のさまざまな代替的実施形態の側面図である。
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【図１４ａ】図１４ａは、針ガードを有する注射器アセンブリの透視図である。
【図１４ｂ】図１４ｂは、針ガードを有する注射器アセンブリの透視図である。
【図１４ｃ】図１４ｃは、針ガードを有する注射器アセンブリの透視図である。
【図１５】図１５は、本発明の１つの実施形態の針の側面図である。
【図１６】図１６は、本発明の代替的実施形態の針の側面図である。
【図１７】図１７は、本発明の別の実施形態の注射器アセンブリの側面図である。
【図１８】図１８は、本発明の別の実施形態の注射器アセンブリの親指リングの側面図で
ある。
【図１９】図１９は、なお本発明の別の実施形態の注射器アセンブリの側面図である。
【図２０】図２０は、本発明の注射器アセンブリの一部分の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　対応する参照文字は、図面を通して対応する部分を示す。
【００１４】
　（図面の詳細な説明）
　図１ａを参照すると、第１の実施形態の注射器アセンブリは、参照数字３０によって全
体で示される。注射器アセンブリ３０は、閉じた遠位端部３８と、閉じた端部の反対側の
開放の近位端部（示されていない）とを有する中空の内部３６を規定する内側壁３４を有
するバレル３２を含む。出口４２が、バレル３２の閉じた端部３８において提供される。
従来の送出の針が、出口４２に取り付けられ得る。
【００１５】
　加えて、注射器アセンブリ３０は、概して５０によって示される、バレル３２内に滑動
可能に受け取られるカートリッジ容器を含む。カートリッジ容器５０は、薬物（例えば、
麻酔薬）を含む従来のカートリッジＣを受け取るように大きさおよび形状を有する内部ス
ペース５４を規定する内壁５２を含む。カートリッジ容器５０は、アクセス針５８を有す
る取り外し可能な遠位キャップまたはカバー５６を含む。アクセス針５８は、遠位送出ポ
イント６０と、カートリッジＣのダイアフラムＤを貫通するように適合されている尖った
近位アクセスポイント６２とを含む。エラストマーのシール６４は、バレル３２の内側壁
３４を密閉して係合するために、キャップ５６を囲む。カートリッジ容器５０が、バレル
３２内に往復運動をするので、カートリッジ容器５０の外側表面７０は、容器をガイドす
るための間隔を空けられたリブ７２を含む。容器５０の近位端部は、ユーザーの指を受け
取るためのスカラップ形にされた側面７４を含む。さらに、容器５０の近位端部は、以下
に詳細に説明されるように、注射器アセンブリ３０が注射の準備ができるときに使用され
る外側親指リング７６を含む。
【００１６】
　プランジャーロッド８０は、カートリッジ容器内に延在し、カートリッジＣ上のピスト
ンＰを係合する。プランジャーロッド８０の近位端部は、親指リング８２を含む。プラン
ジャーロッド８０は、カートリッジ容器５０の親指リング７６の開口部８４を通して延在
する。図１ｂに示されるように、ユーザーは、プランジャーロッド８０を遠位に押し、ア
クセス針５８のアクセス先端部６０をカートリッジＣのダイアフラムＤと係合することに
よって、カートリッジＣの使用を準備する。一旦この位置にあると、プランジャーロッド
８０の親指リング８２と７６が、それぞれ、カートリッジ容器５０と、図１ｃに示される
ように重なるまでに、カートリッジ容器５０は、プランジャーロッド８０に対して近位に
引かれ得る。この動作は、カートリッジＣ内に遠位にピストンＰを駆動し、アクセス針５
８を通して薬物を押し出し、バレル３２の中空の内部３６内に押し込む。一旦この位置に
あると、カートリッジ容器５０およびプランジャーロッド８０は、バレル３２から、出口
４２を通して、そして送出針（示されていない）内に薬物を射出するように、一緒に遠位
方向で動かされる。
【００１７】
　本発明の注射器アセンブリ３０’の第２の実施形態が、図２に示される。カートリッジ
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容器５０は、別個のキャップ５６を有することより、むしろ一体のキャップおよびシール
６４を有する。さらに、アクセス針５８を有するアクセスアダプター９０が、カートリッ
ジＣ上に位置決めされる。バレル３２は、指フランジ９２とルアーロック先端部９４と共
に提供される。これらの実施形態の他の物理的性質が、前述のそれらに類似しており、そ
れらがより詳細に説明されない。
【００１８】
　図３に示される本発明の第３の実施形態において、カートリッジ容器５０は、同時に２
つのカートリッジＣを受け取るために適合される。さらに、第３の実施形態は、２つのロ
ッド８０を有する。第３の実施形態の他の特徴は、前述の第１の実施形態のそれらに類似
しており、より詳細に説明されない。第３の実施形態の注射器アセンブリの概略的断面図
が図４ａに示される。当業者にとって明白であるように、カートリッジ容器５０は、図４
ｂに示される第４の実施形態の注射器アセンブリの概略的断面図に示されるように、３つ
のカートリッジＣを受け取るように適合され得る。この実施形態は、容器のキャップを通
して延在する３つのアクセス針（示されていない）と、カートリッジＣのそれぞれのシー
ルを係合するように適合されている３つのプランジャーとを含む。当業者は、なおより多
いカートリッジを受け取るために適合されている実施形態も本発明の範囲内にあることを
認識する。
【００１９】
　図５に例示される第５の実施形態において、注射器アセンブリ３０’’は、バレル３２
’’の外壁を囲む、磨いたまたは凸の環状リング１００を含む。この凸状のリング１００
は、バレル３２’’の容量を拡大させる。従って、ユーザーは、送出針１０２を通して、
注射器アセンブリ３０’’内に逆流する吸引物またはフラッシュバックをより容易に識別
し得る。この実施形態の他の局面が、前述のそれらに概して類似しているので、それらが
説明されない。
【００２０】
　図６は、本発明の注射器アセンブリ３０’’’の第６の実施形態を例示する。いくつか
の場合において、患者は、注射器の針を見る際に心配になる。患者が針１０２を見ること
を防ぐために、エラストマーのスリーブ１１０は、注射器アセンブリ３０’’’の送出針
にわたって締め付けられる。注射器アセンブリ３０’’’が準備される場合に、プランジ
ャーロッド８０’’’は、エラストマーのシース１１０を通して送出針１０２を押し込み
、使用するために針を暴露させる。この実施形態の他の局面が、前述のそれらに概して類
似しており、それらが説明されない。
【００２１】
　注射器アセンブリのさまざまな部分は、消耗を最小限にするために、再利用可能で作ら
れ得る。使い捨てである注射器アセンブリの部分を選択的に選ぶことによって、滅菌に対
する要求が、最小限にされ得、または省略され得る。例えば、図７に例示される１つの実
施形態において、概して、１２０に示される注射器アセンブリの第７の実施形態は、針１
０２を適所に保持するクイック解放カップリング１２２を含む。ユーザーが、注射器アセ
ンブリ１２０を使用することを終えるときに、針１０２が捨てられるように、カップリン
グ１２２が切断される。サブアセンブリとして連結された針およびカートリッジを有する
いくつかの代替的な実施形態において、カップリング１２２を解放することは、サブアセ
ンブリの全体を射出させるように動作し得る。構成要素がカップリング１２２を切断する
ためのシャープコンテナー上に含まれ得ることが予想される。
【００２２】
　図８において概して１３０によって示される注射器アセンブリの別の実施形態において
、バレル１３２は、針１０２およびカートリッジＣが捨てられ得るように分離する。同様
に、図９において概して１４０によって示される注射器アセンブリの別の実施形態におい
て、プランジャーロッド１４２は、針およびカートリッジＣを解放するように分離する。
図１０において概して１５０によって示される注射器アセンブリの実施形態において、概
して１５２によって示される、針およびカートリッジ（示されていない）を含むサブアセ
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ンブリは、針１０２およびカートリッジＣが捨てられ得るように、バレル１５４から分離
する。サブアセンブリ１５２は、任意の従来の方法、例えば、図１０に示されるようなブ
レスばめ接続によってバレル１５４に締め付けられ得る。代替的には、サブアセンブリ１
５２は、図１１ａ～ｄに示されるように取り外され得るピン１５６によってバレル１５４
に締め付けられ得る。なお、図１２に示される別の実施形態において、サブアセンブリ１
５２は、注射器アセンブリ１５０のバレル１５４にねじ込んで接続される。当業者にとっ
て明白であるように、使い捨て部分は、バレルの遠位部分を含むだけではなく、図１３に
おいて概して１６２によって示される注射器アセンブリのように、バレル１６０のより長
い遠位部分を含み得ることを必要とする。別の実施形態（示されていない）において、バ
レルの遠位端部は、サブアセンブリが、プランジャーロッドを押すことによってバレルを
通して射出され得るように、柔軟性のあるリーフ（図１８に対して以下に説明されるリー
フに類似している）を含み得る。ばねは、サブアセンブリの射出を支援するために、注射
器アセンブリ内に組込まれ得ることが予想される。
【００２３】
　図１３において１６２によって示される注射器アセンブリは、他の関心の特徴も含む。
特に、注射器アセンブリ１６２は、バレル１６０から、針１０２を超えた位置まで延在す
る針ガード１６４を含む。このガード１６４は、アセンブリが、使用に対して準備ができ
るときに、その遠位端部が指のフランジ１６６に隣接してあるように折りたたまれ得る。
注射が完成されると、ガード１６４が解放され得、それが不注意な針刺しに対する保護を
提供し得る、折りたたまれた構成にそれが戻ることを可能にさせる。さらに、ガード１６
４は、対照する色で作られ得、それにより、フラッシュバックまたは吸引物がより容易に
見える。対照する色は、リン光性着色を含み得る。代替的には、バレルは、光を伝達し得
、または吸引物またはフラッシュバックの視覚化をさらに向上させるために、背面照明ま
たは前面照明を含み得る。
【００２４】
　図１４ａ～ｃは、針ガード１７２を有する、概して、１７０によって示される注射器ア
センブリの代替的な実施形態を例示する。使用する前に、ガード１７２が、注射器本体１
７４上に近位へ引っ張られる。使用した後に、ガードは、図１４ｃに示されるように針１
０２にわたって遠位へ押される。当業者によって明白であるように、針ガードは、不注意
な針刺しを防止することを支援する。
【００２５】
　いくつかの歯科手術の動作において、麻酔薬が、組織の広いエリアにわたって所望であ
る。組織の外へ針を引っ張り、異なるエリア内に麻酔薬を注射するために針を再位置決め
すことは、患者にとって苦痛であり得る。従って、単一の注射部位から麻酔薬を広げるこ
とが可能である歯科用注射器に対するニーズがある。図１５は、送出針１８０の実施形態
を例示し、送出針は、組織の広いエリアにわたって麻酔薬を広げるために、その長さに沿
って複数の開口部１８２を有する。図１６は、なお別の実施形態を例示し、薄いファイバ
ー１８４が、針１８６から延ばされる。ファイバー１８４は、散開し、麻酔薬と接し得る
患者の組織において複数の小穴を引き起こし、それにより、組織は、広いエリアにわたっ
て麻酔薬を受け取る。ファイバー１８４は、送出針より柔軟に作られ得、ただし、それが
針１８６の外へ延ばされるので、それが組織を貫通することを可能にする十分な剛性を有
し得ることが予想される。１つの実施形態において、ファイバーは、中空よりむしろ固体
であり、麻酔薬と接し得る穴を開けることを可能にさせる。複数の注射部位は、各部位に
適用する力を減少させることによって不快を減らし得ることが予想される。
【００２６】
　前述のように、何人の患者は、従来の吸引注射器を見ると、動揺または心配になる。注
射器アセンブリに対する要因からより少なく怯えさせることを提供するために、さまざま
な変更が、それらの構成または外観に加えられ得る。例えば、注射器アセンブリは、ユー
ザーのグローブと混合するように色づけられ得、それによって、注射器アセンブリを隠す
。代替的には、送出針１０２は、図１７に例示されるように、概して１９０によって示さ
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れる注射器アセンブリの近位軸Ａに対して垂直に延在するように構成され得る。この形の
要因は、患者による同様の認識を減少させるために、他の歯科用ツール、例えば水注射器
を模倣し得る。
【００２７】
　図１８は、前述の任意の実施形態に組込まれ得る自動的に大きさを決める親指リング２
００を例示する。親指リング２００は、その中心開口部２０４にわたって延在するエラス
トマーのパネル２０２を含む。パネル２０２は、間隔を空けられた、軸方向に延在するス
ロット２０６を含み、ユーザーの親指がリング２００内に挿入されるときに、離れて変形
されるパネル内にリーフ２０８を形成させる。当業者にとって明白であるように、パネル
２０２のリーフ２０８が、親指に向かって付勢され、適宜なはめを提供する。代替的には
、親指リングが、２つの半分の歯止めと一緒に含まれ得る。実施形態において、１つの半
分上の歯止めの歯は、親指リングのもう一つの半分上の歯止めの歯を動作可能に係合する
。２つの半分は、親指リングの内部大きさを減らすために、互いに向かって圧縮され得、
歯止めを介してロックされ得る。同様に、２つの半分は、親指リングの内部大きさを増大
させるために、拡張され得、歯止めを介してロックされ得る。この自動的に大きさを決め
る親指リングは、ユーザーが注射器を使用するより小さく、かつより弱い手を有すること
を可能にする。親指リングの歯止めのロッキング機構は、ユーザーが、手を再位置決めせ
ず、プランジャーロッドを前進させ、収縮させることの両方を可能にする。
【００２８】
　図１９において概して２１０によって示される注射器アセンブリの代替的な実施形態は
、従来の親指リングの適所にエラストマーの発泡体ボール２１４を有するプランジャーロ
ッド２１２を含む。エラストマーのボール２１４は、ユーザーの手に一致させるような任
意の大きさおよび形状、例えば、円形または卵形を有し得る。このような構成は、より少
なく怯えさせる形状要因を提供し得、ユーザーに対してより一般的なはめを提供し得るこ
とが確信される。代替的な実施形態において、エラストマーの発泡体ボールおよびプラン
ジャーロッドは、麻酔薬を加圧し、それが送出針１０２から射出されるように搾られるエ
ラストマーの中空バルブに取り換えられる。代替的な実施形態は、バルブが圧力変化を抑
えるので、患者に麻酔薬のスムーズかつ連続的な流れを提供し得、またより少なく怯えさ
せる形状要因およびユーザーに対してより一般的なはめを提供し得ることが確信される。
【００２９】
　図２０は、概して２２０によって示される蓄積要素を示し、それは、注射器アセンブリ
の異なる場所に組込まれ得る。要素２２０は、圧力変化を最小限にするように、中空通路
に沿って使用される。穴２２２が、通路に沿って提供され、エラストマーのバルーンまた
はバルブ２２４が、穴を有する通路のエリアの周りに位置決めされる。バルーンまたはバ
ルブ２２４は、エラストマーの流体蓄積器を提供する。麻酔薬が通路を通して送出される
ときに、蓄積器は、通路の圧力の変動に従って流体を吸収し、または解放するように、拡
張し、または引き込む。従って、麻酔薬がより一定の圧力で送出され得、それによって、
潜在的に患者の不快を減少させる。ダンパーは、類似な結果を達成するために、プランジ
ャーロッドに沿って形成され得ることが予想される。
【００３０】
　本発明を詳細に説明したが、変更およびバリエーションは、添付した請求範囲に規定さ
れる本発明の範囲から逸脱せずに可能であることが明白である。
【００３１】
　本発明、または本発明の好ましい実施形態の要素を導入するときに、冠詞「ａ」、「ａ
ｎ」、「ｔｈｅ」、および「ｓａｉｄ」は、要素のうちの１つ以上があることを意味する
ように意図される。用語「ｃｏｍｐｒｓｉｎｇ」、「ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ」、および「ｈ
ａｖｉｎｇ」は、リストにあげた要素以外の追加要素があり得ることが包括的であり、か
つそれを意味するように意図される。
【００３２】
　本発明の範囲から逸脱することなしに、さまざまな変化が、上記の構造、製品、および
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はなく、例示的な意味として解釈されるべきであることが意図される。
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